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AI（YOLO）により
ブレードを認識し、
自動で接近する

BoundingBox（BB）の
大きさが設定した値に

なると接近をやめ、BBの
大きさを保つように飛行

を行う。
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図１ 風車ブレードを自動認識 図２ 室内で追従制御を実証 
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従来、風力発電用風車の点検はロープワ

ークやクレーンを使用し、人がブレードま

で近づいて点検していましたが、危険が伴

う、時間がかかるといった課題がありまし

た。 

 

 
提案企業では風車のブレードまで自動で

飛行し、点検を行うドローンを開発してい

ます。本研究では、小型ドローンにブレー

ドを検出する AI を実装し、実際にドロー

ンが自律飛行可能か検討しました。 

 

 

 

ドローン搭載のカメラでブレードを検出

し、ブレード付近まで自律飛行する機能を

開発しました。ブレードの検出では、リア

ルタイムで物体検出が可能な AI（YOLO）

を使用し、ブレードの検出が可能となりま

した。追従飛行では、YOLOにより検出し

たブレードの座標値をカメラ画像の中心に

保つように制御することで、ブレードに自

動で接近し、設定した距離を保ちながら自

律飛行できることを確認しました。（図

１，図２）これにより、風車点検用ドロー

ンの自律飛行が可能となりました。 
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